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プ
ロ
ロ
ー
グ
　
関
東
大
震
災

　

一
九
二
三
年
九
月
一
日
。

　

午
前
一
一
時
五
八
分
四
四
秒
。

　

東
経
一
三
九
・
三
度
、
北
緯
三
五
・
二
度
、
相さ

模が
み

湾わ
ん

北
部

を
震
源
と
す
る
巨
大
地
震
が
発
生
し
た
。

　

規
模
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
七
・
九
。

　

最
大
震
度
七
。

　

後
世
が
記
す
『
関
東
大
震
災
』
で
あ
る
。

　

陸
上
自
衛
軍
先
任
曹
長
明あ

か

石し

守ま
も
るは
無
線
に
達
し
た
。

「
三
浦
半
島
か
ら
第
二
波
が
来
る
。
総
員
、
待
機
」

　

次
の
瞬
間
、
不
気
味
な
地
響
き
と
共
に
激
し
い
横
揺
れ
が

海
軍
火か

薬や
く

廠
し
ょ
うに
襲
い
か
か
っ
た
。

　

規
模
は
第
一
波
を
上
回
る
。
凄
ま
じ
い
揺
れ
だ
。

　

明
石
は
目
前
の
光
景
に
息
を
呑
ん
だ
。
火
薬
廠
第
二
工
場

の
煙
突
が
奇
妙
な
音
を
立
て
、
根
元
か
ら
へ
し
折
れ
た
の
だ
。

　

無
線
か
ら
部
下
た
ち
の
叫
び
声
が
続
く
。

「
あ
と
少
し
で
揺
れ
は
お
さ
ま
る
、
耐
え
ろ
」

　

途
端
に
背
後
の
管
理
棟
が
倒
壊
し
た
。
激
し
い
土
煙
と
共

に
ス
レ
ー
ト
の
砕
け
る
音
が
続
く
。

　

一
瞬
、
水
平
線
の
向
こ
う
に
青
白
い
光
が
広
が
る
。

　

合
衆
国
海
軍
飛
行
船
シ
ェ
ナ
ン
ド
ー
の
操
縦
キ
ャ
ビ
ン
で
、

海
上
自
衛
軍
三
等
海
佐
魚う

お

住す
み

惣そ
う
じ司
は
瞬ま

た
たい
た
。

　

地
震
発
生
に
伴
う
異
常
現
象
か
。
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伝
令
の
声
が
聞
こ
え
る
。

「
艦
長
、
駐
日
ア
メ
リ
カ
大
使
館
よ
り
緊
急
入
電
で
あ
り
ま

す
。〝
来
た
、
見
た
、
勝
っ
た
〞（Veni Vidi Vici.

）。
以
上
」

　

将
軍
ユ
リ
ウ
ス
・
カ
エ
サ
ル
が
ゼ
ラ
の
戦
勝
を
伝
え
る
べ

く
ロ
ー
マ
に
伝
え
た
三
語
、
今
は
大
地
震
発
生
を
伝
え
る
暗

号
だ
。

　

ウ
ィ
リ
ア
ム・
ハ
ル
ゼ
ー
海
軍
中
佐
が
魚
住
を
見
た
。「
ど

う
や
ら
ハ
ラ
キ
リ
を
せ
ず
に
済
ん
だ
な
、
魚
住
少
佐
。
貴
官

の
予
告
ど
お
り
の
展
開
だ
」

　

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ア
ジ
ャ
ー
・
モ
フ
ェ
ッ
ト
合
衆
国
海
軍
少

将
が
達
し
た
。「
日
本
政
府
よ
り
、
我
が
海
軍
に
救
難
要
請

が
発
せ
ら
れ
た
。
こ
れ
よ
り
飛
行
船
シ
ェ
ナ
ン
ド
ー
は
、
日

本
を
直
撃
し
た
大
規
模
震
災
に
対
す
る
捜
索
・
救
難
活
動
に

入
る
。
艦
長
、
た
だ
ち
に
実
施
せ
よ
」

「
ア
イ・
ア
イ・
サ
ー
」
シ
ェ
ナ
ン
ド
ー
艦
長
、
フ
ラ
ン
ク・

ロ
バ
ー
ト
・
マ
ク
ラ
リ
ー
中
佐
が
応
じ
る
。「
先チ

ー
フ任
、
真
方

位
〇
七
八
、
速
度
そ
の
ま
ま
」

「
ア
イ・
キ
ャ
プ
テ
ン
。
真
方
位
〇
七
八
、
速
度
そ
の
ま
ま
」

　

艦
長
の
命
令
に
最
先
任
上
級
曹
長
が
復
唱
、
命
令
と
号
令

が
反
復
し
、
方ほ

う

向こ
う

舵だ

手し
ゅ

が
舵
輪
を
回
す
。

　

シ
ェ
ナ
ン
ド
ー
は
東
京
上
空
に
針
路
を
取
っ
た
。
眼
下
に

航
行
中
の
連
合
艦
隊
戦
艦
隊
が
遠
ざ
か
っ
て
い
く
。

「
シ
ェ
ナ
ン
ド
ー
が
上
空
か
ら
離
脱
し
ま
す
、
長
官
」

　

連
合
艦
隊
旗
艦
を
務
め
る
戦
艦
長な

が

門と

の
艦
橋
で
は
、
作
戦

参
謀
山や

ま

本も
と

五い

十そ

六ろ
く

中
佐
の
声
に
、
連
合
艦
隊
司
令
長
官
鈴す

ず

木き

貫か
ん

太た

郎ろ
う

が
笑
み
を
浮
か
べ
て
い
た
。

「
素
早
い
な
。
一
つ
事
情
を
聞
い
て
み
て
く
れ
」

「
判
り
ま
し
た
」
山
本
は
準
備
に
入
っ
た
。

　

魚
住
が
設
置
し
た
八
三
式
無
線
電
信
電
話
装
置
で
相
手
を

呼
び
出
す
。

「
長
門
よ
り
シ
ェ
ナ
ン
ド
ー
、
魚
住
少
佐
、
応
答
し
ろ
」

　

空
電
音
が
短
く
響
い
た
後
、
魚
住
の
声
が
返
っ
て
き
た
。

『
こ
ち
ら
シ
ェ
ナ
ン
ド
ー
、
ど
う
ぞ
』

「
山
本
中
佐
だ
。
た
っ
た
今
、
日
本
政
府
は
、
ア
メ
リ
カ
海

軍
に
遭
難
救
助
要
請
を
出
し
た
」
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『
こ
ち
ら
も
司
令
官
が
艦
長
に
東
京
市
内
偵
察
を
命
じ
ま
し

た
。
私
は
火
災
発
生
地
点
の
特
定
に
入
り
ま
す
。
他
に
何
か

情
報
、
命
令
は
あ
り
ま
す
か
』

「
あ
る
。
津
波
が
収
ま
り
次
第
、
連
合
艦
隊
は
東
京
湾
に
救

難
部
隊
の
揚よ

う

陸り
く

を
開
始
す
る
。
津
波
の
到
達
は
何
分
後
に
な

る
、
少
佐
？
」

『
事
前
計
算
で
は
五
分
後
で
す
、
山
本
中
佐
』

　

山
本
は
、
了
解
、
以
上
と
応
じ
、
無
線
を
置
い
た
。「
長
官
、

シ
ェ
ナ
ン
ド
ー
は
東
京
市
内
偵
察
に
向
け
離
脱
、
津
波
の
来

襲
は
五
分
後
と
の
事
で
す
。
規
模
は
」

「
小
さ
い
か
」
鈴
木
長
官
が
言
っ
た
。

「
艦
艇
に
は
影
響
あ
り
ま
す
ま
い
。
せ
い
ぜ
い
一
メ
ー
ト
ル

程
度
の
よ
う
で
す
」

「
や
は
り
大
変
な
の
は
、
陸
地
か
」

「
見
張
員
、
沿
岸
が
見
え
る
か
」
山
本
は
訊た

ず

ね
た
。

「
無
理
で
す
。
霞か

す
みが

か
か
っ
た
よ
う
で
、
見
通
せ
ま
せ
ん
」

　

山
本
た
ち
は
顔
を
見
合
わ
せ
た
。
ほ
ん
の
数
分
前
、
沿
岸

部
の
模
様
を
仔し

細さ
い

に
報
告
し
た
の
が
同
じ
見
張
員
だ
。

　

鈴
木
長
官
が
は
た
と
う
な
ず
く
。「
民
家
が
倒
れ
、
土つ

ち

埃ぼ
こ
り

が
上
が
っ
て
い
る
の
だ
。
そ
れ
が
即
製
の
煙
幕
と
な
っ
て
お

る
」

「
な
る
ほ
ど
」
山
本
は
応
じ
、
顔
を
し
か
め
た
。

　

横
浜
は
全
世
帯
に
耐
震
補
強
工
事
を
実
施
し
た
は
ず
だ
が
、

そ
れ
で
も
家
屋
多
数
の
倒
壊
を
免
れ
得
な
か
っ
た
の
だ
。

「
ま
だ
ま
だ
揺
れ
る
ぞ
、
こ
れ
は
」
鈴
木
長
官
が
制
帽
を
被

り
直
し
た
。
沿
岸
を
見
つ
め
る
。

　

東
京
市
下
谷
区
・
岩
崎
邸
を
改
修
し
た
関
東
防
災
総
司
令

部
は
激
し
く
揺
れ
続
け
て
い
た
。

　

陸
上
自
衛
軍
対
原
発
テ
ロ
特
殊
部
隊
〈
プ
ロ
メ
テ
ウ
ス
〉

指
揮
官
、
高た

か

野の

徹て
つ

也や

一
等
陸
尉
は
厳
し
い
顔
つ
き
だ
。

　

岩
崎
邸
は
広
大
な
敷
地
を
誇ほ

こ

る
。
屋
敷
は
多
く
の
使
用
人

が
働
き
、
一
部
は
邸
内
に
宅
地
を
与
え
ら
れ
て
い
た
。

　

窓
か
ら
垣
間
見
え
る
そ
の
住
宅
が
次
々
と
倒
壊
し
て
い
た
。

　

壁
面
が
壊
れ
、
建
物
が
急
速
に
傾
き
、
土
煙
を
上
げ
つ
つ
、

大
地
に
没
し
て
い
く
。
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「
外
は
凄
い
で
す
ね
」

　

Ｉ
Ｔ
担
当
星ほ

し

野の

育や
す

孝た
か

三
曹
が
口
を
開
く
。
総
司
令
部
の
揺

れ
が
会
話
可
能
な
レ
ベ
ル
な
の
は
、
免
震
装
置
の
お
か
げ
だ
。

自
家
発
電
器
、
指
揮
通
信
施
設
、
医
療
施
設
、
総
司
令
部
に

施
工
さ
れ
、
震
度
六
か
ら
七
の
烈
震
を
震
度
五
前
後
に
抑
制

す
る
。
こ
の
施
工
か
ら
漏
れ
、
耐
震
強
度
を
満
た
さ
ぬ
建
物

は
倒
壊
を
免
れ
な
い
。

「
司
令
部
の
人
的
損
害
は
、
ま
ず
あ
る
ま
い
」
高
野
が
応
じ

た
。「
震
災
対
策
に
無
関
係
な
者
は
岩
崎
邸
を
退
去
、
安
全

地
域
に
退
避
済
み
だ
」

　

不
意
に
揺
れ
が
小
さ
く
な
り
は
じ
め
た
。

　

地
響
き
が
静
ま
り
、
免
震
装
置
に
よ
っ
て
長
周
期
の
小
さ

な
揺
れ
が
続
い
た
後
、
ぴ
た
り
と
止
ま
る
。

　

途
端
に
ど
よ
め
き
が
司
令
部
内
を
満
た
す
。

　

高
野
た
ち
未
来
人
が
予
告
す
る
大
地
震
を
体
験
し
た
。
そ

の
衝
撃
が
思
わ
ず
声
と
な
っ
た
の
だ
。

　

間
髪
を
容
れ
ず
、
関
東
防
災
司
令
官
福ふ

く

田だ

雅ま
さ

太た

郎ろ
う

陸
軍
大

将
が
声
を
張
り
上
げ
る
。

「
一
同
、
よ
く
耐
え
た
。
全
員
、
無
事
だ
な
」

　

私
語
が
ぴ
た
り
と
止
む
。
福
田
は
高
野
に
命
じ
た
。「
高

野
一
尉
、
第
一
種
救
難
配
備
を
発
動
せ
よ
」

「
了
解
。
こ
れ
よ
り
第
一
種
救
難
配
備
を
発
動
、
実
施
し
ま

す
」

　

高
野
は
机
上
の
ス
イ
ッ
チ
を
捻ひ

ね

っ
た
。
小
さ
な
ブ
ザ
ー
音

が
鳴
り
、
用
意
さ
れ
た
録
音
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
流
れ
出
す
。

『
防
災
任
務
に
就
く
総
員
に
達
す
る
。
関
東
防
災
司
令
官
よ

り
、
第
一
種
救
難
配
備
が
発
令
さ
れ
た
。
こ
れ
よ
り
全
市
民

に
対
す
る
捜
索
救
難
活
動
を
開
始
す
る
。
繰
り
返
す
。
関
東

防
災
司
令
官
よ
り
、
第
一
種
救
難
配
備
が
発
令
さ
れ
た
。
こ

れ
よ
り
全
市
民
に
対
す
る
捜
索
救
難
活
動
を
開
始
す
る
。
状

況
終
了
ま
で
、
総
員
奮
闘
努
力
せ
よ
。
以
上
』

　

メ
ッ
セ
ー
ジ
は
総
司
令
部
館
内
の
他
、
非
常
用
全
周
波
数

で
発
信
中
だ
。

　

通
信
士
が
報
告
す
る
。「
高
野
一
尉
、
和
田
警
視
総
監
か

ら
お
電
話
で
す
。
切
り
替
え
ま
す
」

　

高
野
は
手
元
の
電
話
を
取
っ
た
。
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『
和
田
で
す
。
こ
れ
よ
り
消
防
課
を
含
む
警
視
庁
の
指
揮
権

を
貴
官
に
移
譲
し
ま
す
』

「
承
り
ま
す
、
和
田
警
視
総
監
」

『
ご
武
運
を
お
祈
り
し
ま
す
。
で
は
』

　

電
話
が
切
れ
る
。
受
話
器
を
置
く
高
野
に
福
田
司
令
官
が

決
意
の
眼
差
し
を
向
け
る
。

「
高
野
一
尉
、
君
の
後
ろ
に
は
、
い
つ
で
も
私
が
い
る
。
貴

官
の
思
う
よ
う
、
存
分
に
や
れ
。
責
任
は
私
が
取
る
」

　

司
令
官
の
言
葉
に
高
野
は
身
が
引
き
締
ま
る
思
い
だ
っ
た
。

「
お
任
せ
を
」

　

無
線
受
信
を
意
味
す
る
ブ
ザ
ー
音
が
鳴
る
。
高
野
は
送
受

話
器
を
取
っ
た
。「
こ
ち
ら
総
司
令
部
」

『
ア
カ
シ
０
１
よ
り
総
司
令
部
へ
報
告
。
目
標
の
一
人
、
金キ

ム

益イ
ク

相サ
ン

の
拘
束
に
成
功
し
ま
し
た
』

　

高
野
は
素
早
く
ス
ピ
ー
カ
ー
フ
ォ
ン
に
切
り
替
え
た
。「
金

益
相
を
拘
束
。
間
違
い
な
い
か
」

『
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
他
、
銃
撃
戦
の
末
、
義
烈
団
八
名

を
拘
束
、
我
が
方
の
損
害
、
負
傷
二
、
死
亡
ゼ
ロ
』

「
了
解
。
よ
く
や
っ
た
。
撮
影
の
方
は
ど
う
だ
」

『
事
前
警
告
、
制
圧
、
確
保
の
全
過
程
を
撮
影
。
英
語
に
よ

る
警
告
も
含
め
、
部
隊
行
動
基
準
を
全
て
守
り
、
目
標
の
確

保
に
成
功
し
ま
し
た
』

　

部
隊
行
動
基
準
は
自
衛
軍
用
語
、
国
際
世
界
で
は
Ｒ
Ｏ
Ｅ

と
呼
ぶ
。
簡
潔
に
記
せ
ば
交
戦
の
ル
ー
ル
だ
。
大
正
時
代
に

は
未
発
達
の
分
野
だ
が
、
高
野
は
明
石
に
完
璧
な
履り

行こ
う

を
命

じ
た
。
後
々
、
そ
れ
が
日
本
の
国
益
に
叶
う
た
め
だ
。

「
ご
苦
労
、
先
任
。
部
下
た
ち
に
も
、
よ
く
や
っ
た
と
伝
え

て
く
れ
。
以
上
」

　

無
線
を
置
く
。
途
端
に
拍
手
が
始
ま
る
。
司
令
部
の
誰
も

が
笑
み
を
浮
か
べ
、
次
々
と
高
野
に
祝
福
の
言
葉
を
か
け
る
。

　

高
野
は
応
え
つ
つ
、
む
し
ろ
表
情
を
引
き
締
め
た
。

　

横
浜
沖
に
停
泊
す
る
イ
ギ
リ
ス
発
豪
華
客
船
『
モ
ー
タ
リ

ア
』
は
、
不
気
味
に
静
ま
り
か
え
っ
て
い
た
。

　

一
分
前
は
異
様
な
咆ほ

う

哮こ
う

に
満
ち
て
い
た
。
船
体
が
わ
ず
か

に
揺
れ
た
だ
け
で
、
三
等
船
室
か
ら
獣
を
思
わ
せ
る
声
が
一
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斉
に
湧
き
起
こ
っ
た
。

　

震
災
発
生
時
、
船
室
か
ら
見
え
る
横
浜
沿
岸
の
光
景
は
恐

る
べ
き
も
の
だ
っ
た
。

　

周
囲
一
面
の
家
屋
が
片
っ
端
か
ら
潰
れ
、
土
煙
が
立
つ
。

　

港
湾
施
設
が
異
様
な
金
属
音
を
放
ち
つ
つ
、
大
崩
壊
す
る
。

　

大
地
が
う
ね
り
、
停
車
中
の
ト
ラ
ッ
ク
を
呑
み
込
む
さ
ま

は
多
く
の
貨
客
船
か
ら
目
撃
さ
れ
た
。

　

爆
発
が
続
け
様
に
発
生
、
ガ
ソ
リ
ン
の
焔

ほ
の
おが
噴
き
上
が
っ

た
時
、
洋
上
退
避
組
の
恐
怖
は
限
界
に
達
し
た
。
船
底
を
突

き
破
り
、
大
揺
れ
が
押
し
寄
せ
る
錯
覚
に
囚
わ
れ
た
の
だ
。

　

特
に
三
等
船
室
の
混
乱
は
酷ひ

ど

い
も
の
で
あ
っ
た
。
す
さ
ん

だ
面
持
ち
の
男
た
ち
、
関
東
圏
内
か
ら
集
め
ら
れ
た
無
政
府

主
義
者
、
共
産
主
義
者
た
ち
が
壁
や
扉
を
叩
き
、
く
ぐ
も
っ

た
響
き
が
船
内
に
広
が
る
。
震
災
発
生
時
に
混
乱
を
も
た
ら

す
元
凶
と
目
さ
れ
た
彼
ら
は
予
防
拘
束
さ
れ
、
三
等
船
室
に

鮨
詰
め
状
態
だ
。

　

そ
こ
へ
震
災
が
視
覚
的

0

0

0

に
襲
い
か
か
っ
た
。

　

彼
ら
が
冷
静
を
維
持
し
て
い
た
な
ら
、
自
分
た
ち
が
と
て

も
安
全
な
場
所
に
居
る
と
判
っ
た
は
ず
だ
。
洋
上
に
停
泊
す

る
船
舶
は
、
地
上
の
揺
れ
、
火
災
か
ら
切
り
離
さ
れ
、
長
時

間
留
ま
る
こ
と
が
出
来
る
。
津
波
の
影
響
も
少
な
い
。
ま
し

て
や
彼
ら
が
居
る
場
所
は
一
万
ト
ン
程
度
の
大
型
船
、
排
水

量
の
大
き
さ
は
安
全
性
の
確
保
に
つ
な
が
る
。

　

道
理
を
察
す
る
思
考
力
は
彼
ら
か
ら
吹
き
飛
ん
で
い
た
。

半
ば
暴
徒
と
化
し
た
共
産
主
義
者
た
ち
は
、
船
室
の
扉
を
打

ち
破
る
寸
前
だ
っ
た
。

　

混
乱
が
限
界
に
達
し
た
そ
の
時
、
モ
ー
タ
リ
ア
船
長
は
部

下
に
命
じ
た
。

　

途
端
に
汽
笛
の
響
き
が
一
杯
に
広
が
る
。
最
大
音
量
だ
。

　

三
等
船
室
の
男
た
ち
は
、
次
の
瞬
間
全
身
が
耳
と
化
し
た
。

　

あ
ま
り
の
大
音
量
に
誰
も
が
耳
を
押
さ
え
、
動
き
が
止
ま

る
。
霧
笛
は
三
〇
秒
続
き
、
は
た
と
止
ん
だ
。

　

モ
ー
タ
リ
ア
船
上
で
は
、
葉
巻
を
手
に
し
た
大
柄
な
中
国

人
が
、
独
り
横
浜
沿
岸
を
見
つ
め
て
い
た
。
駆
け
付
け
た
部

下
、
王ワ

ン

成チ
ン

喜ヘ
イ

が
声
を
か
け
る
。

「
大タ

ー

人レ
ン

、
ご
無
事
で
」
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「
う
む
」

　

横
浜
中
華
街
を
統す

べ
る
華か

僑き
ょ
うの
指
導
者
、
張

チ
ャ
ン

芸イ
ー

鴻ホ
ン

は
、

指
に
挟
ん
だ
葉
巻
を
見
た
。
半
分
ほ
ど
吸
っ
た
葉
巻
の
火
が

消
え
て
い
た
。
張
は
そ
れ
を
海
に
弾
き
、
新
品
を
懐
か
ら
取

り
だ
し
た
。
ギ
ロ
チ
ン
カ
ッ
タ
ー
で
先
端
を
カ
ッ
ト
し
、
杉

材
を
使
っ
た
専
用
マ
ッ
チ
で
丁
寧
に
火
を
つ
け
た
。
オ
イ
ル

ラ
イ
タ
ー
や
硫い

黄お
う

成
分
入
り
の
マ
ッ
チ
は
、
葉
巻
に
嫌
な
匂

い
を
つ
け
て
し
ま
う
。

　

先
端
に
黒
い
焦
げ
目
が
付
く
の
を
張
は
じ
っ
と
見
つ
め
た
。

葉
巻
を
回
転
さ
せ
、
口
に
く
わ
え
、
静
か
に
吹
か
し
始
め
る
。

芳ほ
う

醇じ
ゅ
んな
香
り
を
楽
し
み
な
が
ら
張
芸
鴻
は
言
っ
た
。

「
王
、
船
舶
電
話
は
使
え
る
か
な
」

「
通
信
管
制
中
で
す
が
、
手
を
回
せ
ば
何
と
か
」

「
用
意
し
な
さ
い
。
魚
住
少
佐
と
連
絡
が
取
り
た
い
」

「
し
ば
し
お
待
ち
を
」

　

素
早
く
去
る
部
下
の
背
に
一
瞥
を
投
げ
た
張
は
独
り
つ
ぶ

や
い
た
。「
本
当
に
地
震
が
来
る
と
は
な
。
驚
き
だ
よ
」

　

紫
煙
を
吐
い
た
張
は
目
を
細
め
る
。「
本
当
に
驚
い
た
」

　

三
等
船
室
の
床
下
か
ら
、
く
ぐ
も
っ
た
音
が
響
く
。

　

よ
う
や
く
自
制
を
取
り
戻
し
た
共
産
主
義
者
た
ち
が
、
何

事
か
つ
ぶ
や
き
は
じ
め
た
ら
し
い
。

　

細
い
目
を
さ
ら
に
細
め
、
張
は
手
に
し
た
ス
テ
ッ
キ
で
床

を
一
撃
す
る
。
鋭
い
音
が
響
い
た
。

　

地
震
発
生
時
、
洋
上
で
は
時
に
津
波
が
発
生
す
る
。
こ
れ

は
艦
首
を
正
し
く
波
に
立
て
る
事
で
影
響
を
減
ら
せ
る
。

　

陸
地
の
揺
れ
は
免
震
装
置
の
設
置
で
低
減
可
能
だ
。

　

と
こ
ろ
が
官
邸
に
は
そ
れ
が
な
い
。
施
工
困
難
な
構
造
と

判
り
、
設
置
の
見
送
り
を
総
理
が
決
め
た
の
だ
。

「
そ
れ
が
判
っ
て
い
る
の
に
こ
の
有
様
は
、
我
な
が
ら
手
抜

か
り
だ
よ
。
対
処
が
必
要
だ
っ
た
」

　

執
務
室
で
は
、
床
一
面
に
散
ら
ば
っ
た
書
類
を
前
に
内
閣

総
理
大
臣
加か

藤と
う

友と
も

三さ
ぶ

郎ろ
う

が
微
苦
笑
を
浮
か
べ
て
い
た
。

　

傍
ら
の
立
憲
政
友
会
総
裁
高た

か

橋は
し

是こ
れ

清き
よ

が
ほ
っ
と
一
言
、「
さ

す
が
に
今
回
は
肝
が
冷
え
た
わ
」

「
確
か
に
」
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「
ま
っ
た
く
、
関
東
大
地
震
と
は
よ
う
名
付
け
た
も
の
よ
。

聞
き
し
に
勝
る
大
揺
れ
で
あ
っ
た
な
」

　

和
服
の
袖
を
直
し
つ
つ
、
高
橋
は
一
方
を
見
た
。

　

そ
こ
に
は
、
茫
然
自
失
で
カ
ー
ペ
ッ
ト
に
へ
た
り
こ
む
元

東
京
市
長
、
後ご

藤と
う

新し
ん

平ぺ
い

の
姿
が
あ
っ
た
。

　

不
意
に
後
藤
の
相そ

う

貌ぼ
う

が
歪ゆ

が

む
。

　

震
災
発
生
を
予
期
す
る
加
藤
等
と
敵
対
、
空
想
に
遊
び
、

予
算
を
浪
費
す
る
愚
か
者
た
ち
と
罵ば

詈り

讒ざ
ん

謗ぼ
う

を
浴
び
せ
た
記

憶
。

　

反
撃
を
受
け
、
や
む
な
く
協
力
を
決
め
た
恥
辱
。

　

震
災
発
生
直
前
の
陰
険
な
や
り
取
り
。

　

大
震
災
襲
来
。

　

予
言
の
的
中
を
前
に
記
憶
が
走
馬
燈
の
よ
う
に
脳
裏
を
駆

け
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
後
藤
の
唇
が
歪
む
。

「
か
、
加
藤
君
、
わ
、
わ
し
は
」

　

加
藤
は
自
ら
の
唇
に
人
差
し
指
を
立
て
た
。「
今
こ
そ
力

を
貸
し
て
欲
し
い
、
後
藤
君
」

「
な
に
」

「
あ
な
た
に
し
か
で
き
ぬ
事
が
あ
る
」

「
わ
、
わ
し
は
、
き
み
た
ち
の
足
を
引
っ
張
っ
た
張
本
人
だ

ぞ
。
き
み
た
ち
に
醜

し
ゅ
う

態た
い

を
さ
ら
し
、
あ
ま
つ
さ
え
愚
か
な

賭
け
事
ま
で
…
…
わ
し
に
出
来
る
の
は
」

　

絶
句
し
た
後
藤
は
膝
を
屈
し
た
。
土
下
座
の
流
れ
だ
。

　

そ
の
肩
を
軽
く
つ
か
ん
だ
加
藤
は
、
諭さ

と

す
よ
う
に
言
っ
た
。

「
そ
ん
な
事
で
民
衆
は
救
え
ん
よ
、
後
藤
君
。
君
が
為
す
東

京
へ
の
最
大
の
貢
献
は
、
帝
都
復
興
な
の
だ
」

「
な
に
」

　

怪
訝
な
面
持
ち
の
後
藤
に
加
藤
は
語
っ
た
。

　

未
来
に
お
け
る
後
藤
新
平
が
大
震
災
後
の
帝
都
復
興
計
画

に
ど
れ
ほ
と
心
血
を
注
い
だ
か
。
そ
れ
が
政
党
対
立
や
行
政

面
の
不
備
で
破は

綻た
ん

、
幻
の
帝
都
復
興
計
画
と
な
っ
た
、
そ
の

い
き
さ
つ
を
語
っ
た
。

「
だ
か
ら
こ
そ
監
査
役
に
君
を
選
ん
だ
。
君
以
外
に
、
予
算

を
精
査
し
つ
つ
、
史
実
を
上
回
る
帝
都
復
興
計
画
を
立
案
で

き
る
者
は
い
な
い
。
こ
れ
は
高
野
た
ち
も
承
認
済
み
の
話

だ
」
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「
待
て
、
組
織
の
立
ち
上
げ
ま
で
含
め
る
と
初
動
が
問
題
だ
。

復
興
事
業
は
ス
ピ
ー
ド
が
鍵
を
握
る
」

「
考
慮
の
上
だ
。
帝
都
復
興
院
の
立
ち
上
げ
準
備
は
済
ん
で

い
る
。
議
会
対
策
に
も
着
手
済
み
。
初
代
総
裁
は
君
だ
。
受

け
て
く
れ
、
後
藤
君
」

　

無
言
で
後
藤
は
立
ち
上
が
っ
た
。
う
っ
て
変
わ
り
、
全
身

か
ら
生
気
を
蘇
ら
せ
て
い
る
。

「
わ
か
っ
た
。
全
身
全
霊
を
も
っ
て
、
こ
の
後
藤
が
帝
都
を

復
興
さ
せ
る
と
誓
う
」

「
そ
れ
で
こ
そ
、
台
湾
、
満
州
に
そ
の
人
あ
り
と
謳う

た

わ
れ
た

剛
腕
、
後
藤
新
平
だ
。
お
互
い
、
過
去
は
水
に
流
そ
う
」

「
う
む
。
台
湾
以
上
の
大
事
業
だ
。
腕
が
鳴
る
わ
」

「
わ
し
も
及
ば
ず
な
が
ら
助
力
す
る
ぞ
、
後
藤
君
」
高
橋
が

続
く
。

　

後
藤
は
う
な
ず
い
た
。「
あ
り
が
た
い
言
葉
だ
」

　

三
者
の
手
が
重
ね
ら
れ
、
後
藤
が
微
か
に
肩
を
落
と
す
。

「
持
つ
べ
き
者
は
、
最
大
の
好
敵
手
か
。
あ
り
が
と
う
、
総

理
。
地
震
で
わ
し
の
目
が
醒さ

め
る
ま
で
、
待
っ
て
く
れ
た
の

だ
な
」

「
起
き
て
し
ま
っ
た
震
災
を
覆
せ
は
し
な
い
。
だ
が
、
新
た

な
復
興
を
も
っ
て
、
よ
り
良
い
東
京
、
人
々
が
安
全
に
暮
ら

せ
る
帝
都
は
造
れ
る
。
君
の
本
当
の
戦
い
は
こ
こ
か
ら
始
ま

る
」

「
う
む
。
と
な
る
と
…
…
問
題
は
、
震
災
に
よ
る
火
災
が
ど

れ
ほ
ど
の
規
模
に
な
る
か
だ
。
帝
都
復
興
は
そ
の
先
に
あ

る
」

　

高
橋
の
表
情
が
曇
る
。「
す
べ
て
は
魚
住
、
高
野
、
榊
、

松
園
、
幹
部
四
名
の
双
肩
に
か
か
っ
て
お
る
と
い
う
こ
と

か
」

「
見
守
ろ
う
、
彼
ら
の
働
き
を
」

　

加
藤
総
理
は
窓
辺
を
見
た
。
窓
が
カ
タ
カ
タ
と
鳴
り
始
め

る
。
余
震
が
訪
れ
た
の
だ
。

　

横
浜
・
平
塚
で
は
、
先
任
曹
長
明
石
守
以
下
、
原
発
特
殊

部
隊
プ
ロ
メ
テ
ウ
ス
隊
員
た
ち
の
撤
収
準
備
が
続
い
て
い
た
。

「
装
備
を
確
認
。
素
早
く
乗
り
こ
み
、
原
隊
に
戻
る
ぞ
」
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「
重
量
計
測
開
始
。
各
員
、
残
弾
数
を
確
認
し
ろ
」

「
義
烈
団
捕
虜
の
体
重
計
測
を
開
始
せ
よ
」

「
九
名
合
計
六
五
七
キ
ロ
」

　

隊
員
た
ち
の
各
種
報
告
を
明
石
は
集
計
し
た
。

「
我
々
一
〇
名
、
装
備
こ
み
で
一
二
五
四
キ
ロ
グ
ラ
ム
。
義

烈
団
捕
虜
合
計
六
五
七
キ
ロ
グ
ラ
ム
。
総
計
一
九
一
一
キ
ロ

グ
ラ
ム
だ
な
」

「
先
任
、
Ａ
Ｔ
飛
行
船
と
連
絡
が
取
れ
ま
し
た
」

　

部
下
が
無
線
を
差
し
出
す
。
上
空
に
は
既
に
海
軍
の
ア
ス

ト
ラ
・
ト
ー
レ
飛
行
船
が
到
着
、
低
空
を
飛
ん
で
い
る
。

「
こ
ち
ら
ア
カ
シ
０
１
」

『
艦
長
の
大
西
で
す
。
収
容
手
順
を
確
認
す
る
。
完
全
着
陸

は
や
ら
ず
、
我
が
Ａ
Ｔ
の
投
下
し
た
ロ
ー
プ
に
各
員
が
ぶ
ら

下
が
り
、
収
容
と
い
う
こ
と
だ
が
本
当
に
や
れ
る
の
か
』

「
飛
行
船
の
完
全
着
陸
に
は
地
上
員
の
数
が
足
り
な
い
。
三

〇
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
な
ら
、
自
力
で
ロ
ー
プ
を
登
れ
ま
す
」

『
判
っ
た
。
捕
虜
の
方
は
、
計
画
通
り
、
電
動
ウ
イ
ン
チ
で

引
き
上
げ
る
が
問
題
な
い
か
』

「
大
丈
夫
で
す
。
途
中
で
暴
れ
て
も
、
落
下
し
な
い
よ
う
特

殊
な
拘
束
具
で
ま
と
め
て
あ
り
ま
す
」

『
了
解
し
た
。
そ
ち
ら
の
重
量
は
』

「
総
計
一
九
一
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
」

『
わ
か
っ
た
。
こ
れ
よ
り
降
下
開
始
、
水
バ
ラ
ス
ト
の
順
次

放
出
と
君
た
ち
の
船
内
収
容
を
同
時
に
行
う
』

「
離
陸
に
重
量
が
過
大
な
ら
、
隊
員
を
二
、
三
名
置
い
て
い

っ
て
も
大
丈
夫
で
す
」

『
そ
れ
に
は
及
ば
な
い
。
こ
れ
よ
り
実
施
す
る
、
以
上
』

　

間
を
置
か
ず
Ａ
Ｔ
飛
行
船
が
降
下
を
始
め
た
。

　

飛
行
船
キ
ャ
ビ
ン
に
海
軍
大
尉
大お

お

西に
し

瀧た
き

次じ

郎ろ
う

艦
長
の
声
が

響
く
。

「
帝
国
海
軍
の
腕
の
見
せ
所
だ
。
航
海
長
、
ダ
ウ
ン
ト
リ
ム

三
度
」

　

大
西
の
脳
裏
に
八
月
三
日
の
光
景
が
蘇
っ
て
い
た
。

　

榊
一
尉
が
訴
え
る
。

『
ぜ
ひ
と
も
お
願
い
し
た
い
。
危
険
な
任
務
に
な
る
が
、
こ
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れ
は
、
あ
な
た
に
し
か
や
れ
ぬ
任
務
だ
』

　

そ
の
任
務
こ
そ
、
特
殊
部
隊
の
収
容
だ
。
榊
一
尉
が
危
険

と
断
じ
た
の
も
も
っ
と
も
だ
。
飛
行
船
が
墜
落
す
る
原
因
の

二
割
は
、
低
空
飛
行
と
着
陸
時
な
の
だ
。
ま
し
て
や
支
援
要

員
が
皆
無
に
近
い
状
態
の
実
施
、
普
通
は
無
理
だ
。

　

航
海
長
が
計
器
を
読
み
続
け
る
。「
高
度
一
〇
〇
、
九
〇
、

八
〇
」

　

大
西
は
達
し
た
。「
航
海
長
、
ダ
ウ
ン
ト
リ
ム
一
度
に
修

正
」

「
ダ
ウ
ン
ト
リ
ム
一
度
。
高
度
七
〇
」

「
航
海
長
、
ト
リ
ム
水
平
、
機
関
停
止
」

「
ト
リ
ム
水
平
、
機
関
停
止
。
高
度
五
〇
、
四
〇
」

　

見
張
員
が
報
告
す
る
。「
ア
カ
シ
０
１
、
ロ
ー
プ
つ
か
ん
だ
。

合
図
あ
り
」

「
牽
引
ロ
ー
プ
巻
き
上
げ
、
始
め
」

　

一
分
と
か
か
ら
ず
『
捕
虜
収
容
完
了
』
の
報
告
が
入
る
。

　

大
西
は
矢
継
ぎ
早
に
命
じ
た
。

「
水
バ
ラ
ス
ト
、
後
部
三
二
〇
、
前
部
三
二
〇
、
放
出
始
め
」

　

命
令
、
号
令
が
反
復
、
バ
ラ
ス
ト
投
下
が
続
く
。

　

飛
行
船
の
操
縦
は
潜
水
艦
よ
り
繊
細
だ
。
操
作
は
類
似
す

る
が
、
重
心
変
化
、
重
量
差
分
が
遥
か
に
シ
ビ
ア
な
の
だ
。

　

当
直
士
官
の
報
告
が
入
る
。「
ア
カ
シ
０
１
全
隊
員
、
ロ

ー
プ
つ
か
ん
だ
」

「
航
海
長
、
緩
や
か
に
上
昇
す
る
。
振
り
落
と
す
な
よ
」

　

急
上
昇
で
は
ロ
ー
プ
か
ら
隊
員
た
ち
が
振
り
落
と
さ
れ
る

恐
れ
が
あ
る
。

　

大
西
は
続
け
た
。「
水
バ
ラ
ス
ト
、
前
部
六
三
〇
、
後
部

六
三
〇
、
放
出
、
始
め
」

「
宜よ

う

候そ
ろ

。
水
バ
ラ
ス
ト
、
放
出
始
め
」

　

飛
行
船
は
、
上
昇
と
水
バ
ラ
ス
ト
放
出
タ
イ
ミ
ン
グ
、
一

切
が
微
妙
な
バ
ラ
ン
ス
の
上
に
あ
る
。
三
〇
度
を
越
す
気
温

も
大
敵
だ
。
船
体
の
制
御
が
よ
り
複
雑
化
す
る
。

　

大
西
は
拳
を
握
り
し
め
た
。
ロ
ー
プ
懸
垂
で
八
名
を
収
容

す
る
の
は
前
例
が
な
い
。

　

舵
輪
が
回
さ
れ
、
命
令
と
号
令
が
続
く
。
Ａ
Ｔ
飛
行
船
は

収
容
作
業
を
続
行
し
た
。
航
海
長
が
報
告
す
る
。
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「
上
昇
角
〇
・
七
度
。
速
力
三
〇
ノ
ッ
ト
。
上
昇
中
」

「
ア
カ
シ
０
１
、
隊
員
、
収
容
作
業
開
始
」
当
直
士
官
の
声
。

　

隊
員
た
ち
が
信
じ
ら
れ
ぬ
素
早
さ
で
ロ
ー
プ
を
登
る
。
大

西
は
航
海
長
と
視
線
を
交
わ
し
た
。

「
ま
る
で
忍
者
で
す
な
、
艦
長
」

「
凄
ま
じ
い
身
体
能
力
だ
」

「
デ
ッ
キ
よ
り
キ
ャ
ビ
ン
へ
。
ア
カ
シ
０
１
、
全
隊
員
船
内

に
収
容
完
了
」

「
航
海
長
、
高
度
八
〇
〇
ま
で
上
昇
後
、
前
後
水
平
」

「
宜
候
」

「
真
方
位
〇
一
七
、
速
力
三
五
ノ
ッ
ト
」

　

舵
輪
が
回
さ
れ
、
Ａ
Ｔ
飛
行
船
は
東
京
市
本
所
区
を
目
指

し
、
増
速
し
た
。



★
ご
覧
い
た
だ
い
た
立
ち
読
み
用
書
籍
は
Ｐ
Ｄ
Ｆ

形
式
で
、
作
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
続
き
は

書
店
に
て
お
求
め
の
上
、
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。




